
問 題 訂 正 紙 

 

国  語  １０１ 

 
注意事項 

１ 試験開始まで，この問題訂正紙の中を見てはいけません。解

答開始の指示の後に，訂正の内容を確認してください。 

２ 試験終了後，この問題訂正紙は回収します。 

 



 

 

問 題 訂 正 

 

国語 １０１ 

 

  第 ４ 問 〔注〕 １１ 
  

  （誤）‥‥ の全般を為す。 
  
 

 

  （正）‥‥ の全般を指す。 

 

 

 

 

   

 

 

  



令
和
八
年
度
入
学
試
験
問
題

（
注
意
事
項
）

1
　
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
は
、
解
答
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
開
か
な
い
こ
と
。

2
　
問
題
冊
子
は
1
冊
、
解
答
用
紙
は
4
枚
と
下
書
き
用
紙
1
枚
で
あ
る
。

3 

　
解
答
は
、
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
解
答
箇
所
に
書
く
こ
と
。
指
定
さ
れ
た
解
答
箇
所
以
外
に
書
い
た

も
の
は
採
点
し
な
い
。
ま
た
、
裏
面
に
解
答
し
た
も
の
も
採
点
し
な
い
。

4 

　
解
答
開
始
後
、
4
枚
す
べ
て
の
解
答
用
紙
の「
受
験
番
号
」欄
に
受
験
番
号
を
は
っ
き
り
と
記
入
す
る
こ

と
。

5
　
配
付
し
た
問
題
冊
子
お
よ
び
用
紙
は
す
べ
て
回
収
す
る
。

第
3
問
、
第
4
問
は
選
択
問
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
し
て
解
答
せ
よ
。

選
択
し
た
問
題
の
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
○
印
を
記
入
せ
よ
。

な
お
、
両
方
に
○
印
を
記
入
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
に
も
○
印
を
記
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、
と
も

に
採
点
対
象
外
と
す
る
。

国
　
　
　
語
　
　
　
一
〇
一

（
前
　
期
　
日
　
程
）



　　

国
語
　
問
題



1

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
の
一
部
を
改
変
・
省
略
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

第
1
問

2

入試調査係 入試課
テキストボックス












著作権処理中



34

（
杉
田
敦
『
権
力
論
』
に
よ
る
）

〔
注
〕

1　

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
―
―
―
―
―
―
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
。
イ
ギ
リ
ス
の
映
画
監
督
・
俳
優
。
一
八
八
九
年
〜
一
九
七
七
年
。

2　

『
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム
ス
』
―

―
一
九
三
六
年
に
公
開
さ
れ
た
喜
劇
映
画
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
監
督
・
脚
本
・
主
演
を
務

め
、
機
械
管
理
さ
れ
た
工
場
労
働
の
非
人
間
性
を
風
刺
し
た
。

3　

石
川
島
―
―
―
―
―
―
―
―
―
現
東
京
都
中
央
区
の
地
名
。
江
戸
時
代
に
幕
府
が
、「
人
足
寄
場
」
を
設
け
、
住
居
の
無
い
者
や
軽
犯

罪
者
を
収
容
し
て
労
働
に
従
事
さ
せ
た
。
江
戸
時
代
末
期
に
は
、
西
洋
式
の
造
船
所
が
建
設
さ
れ
、

一
九
三
〇
年
代
に
造
船
場
が
移
転
し
た
後
も
、
工
業
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

4　

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
―
―
―
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
歴
史
学
者
。
一
九
二
六
年
〜
一
九
八
四
年
。

5　

ベ
ン
サ
ム
―
―
―
―
―
―
―
―
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ベ
ン
サ
ム
。
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
・
法
学
者
。
一
七
四
八
年
〜
一
八
三
二
年
。

問
1　

傍
線
部
①
〜
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
せ
。

問
2
　
傍
線
部
（
Ａ
）
「               

」
と
あ
る
が
、
公
開
処
刑
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
か
、
本
文
の
内
容
に
即
し
て
説
明
せ
よ
。

問
3
　
傍
線
部
（
Ｂ
）
「                                 

」
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
か
、
本
文
の
内
容
に
即
し
て
説
明
せ
よ
。

問
4
　
傍
線
部
（
Ｃ
）
「                  

」
と
あ
る
が
、
こ
の
原
理
に
よ
っ
て
工
場
労
働
者
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
か
、
説
明
せ
よ
。

入試調査係 入試課
テキストボックス












著作権処理中

入試調査係 入試課
テキストボックス
著作権処理中

入試調査係 入試課
テキストボックス
著作権処理中

入試調査係 入試課
テキストボックス
著作権処理中



5

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
の
一
部
を
改
変
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

第
2
問

6

入試調査係 入試課
テキストボックス












著作権処理中



78

（
津
島
佑
子
『
夢
の
歌
か
ら
』
に
よ
る
）

入試調査係 入試課
テキストボックス












著作権処理中



9

〔
注
〕

1　

ヤ
マ
ン
バ
―
―
―
―
―
―
―
―
伝
説
上
、
奥
山
に
住
み
人
を
食
ら
う
と
い
う
老
女
の
妖
怪
。

2　

キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
―
―
―
―
―
一
九
二
七
年
に
創
刊
さ
れ
た
月
刊
の
幼
児
向
け
絵
本
。

3　

馬
子
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
馬
を
ひ
い
て
人
や
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
を
職
業
と
し
た
人
。

4　

岩
見
重
太
郎
―
―
―
―
―
―
―
安
土
桃
山
時
代
の
伝
説
的
な
剣
豪
。

5　

つ
づ
ら
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
の
つ
る
や
竹
な
ど
で
編
ん
だ
ふ
た
付
き
の
衣
装
箱
。

6　

赤
い
鳥
―
―
―
―
―
―
―
―
―
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
児
童
向
け
の
文
芸
雑
誌
。

7　

小
泉
八
雲
―
―
―
―
―
―
―
―
日
本
に
帰
化
し
た
ギ
リ
シ
ャ
生
ま
れ
の
文
学
者
。
代
表
作
と
し
て
『
怪
談
』
が
有
名
。
一
八
五
〇
年
〜

一
九
〇
四
年
。

8　

マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
―
―
日
常
に
あ
る
も
の
と
日
常
に
な
い
も
の
と
を
融
合
さ
せ
た
芸
術
表
現
の
技
法
。

9　

ク
レ
オ
ー
ル
文
学
―
―
―
―
―
ク
レ
オ
ー
ル
で
書
か
れ
た
文
学
。
ク
レ
オ
ー
ル
と
は
、
植
民
地
で
入
植
者
の
言
語
と
先
住
者
の
言
語
と

が
混
ざ
っ
て
形
成
さ
れ
た
言
語
の
総
称
。

問
1
　
傍
線
部
（
Ａ
︶
「
　

」
と
あ
る
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
口
承

の
物
語
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
説
明
せ
よ
。

問
2
　
傍
線
部
（
Ｂ
︶
﹁
　

」
と
あ
る
が
、
口
承
の
物
語
で
用
い
ら

れ
て
い
る
言
葉
の
特
徴
を
ふ
ま
え
る
と
、
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
口
承
の
物
語
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
説
明
せ
よ
。

10

問
3
　
傍
線
部
（
Ｃ
）
﹁

」
に
つ
い
て
、
以
下
の
問
い
に
答
え
よ
。

」
の
文
学
で
見
失
わ
れ
た
も
の
は
何
か
、
近
代
文
学
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
説
明
せ
よ
。

」
す
た
め
に
、
現
在
の
文
学
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
具
体
的

に
説
明
せ
よ
。

︵
１
︶
﹁

︵
２
︶
﹁

入試調査係 入試課
テキストボックス
著作権処理中

入試調査係 入試課
テキストボックス
著作権処理中

入試調査係 入試課
テキストボックス
著作権処理中

入試調査係 入試課
テキストボックス
著作権処理中

入試調査係 入試課
長方形

入試調査係 入試課
テキストボックス



11

第
3
問
、
第
4
問
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
し
て
解
答
せ
よ
。

次
の
文
章
は
あ
る
物
語
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。

こ
の
女
房
は
、
こ
の
僧
か
へ
り
来
る
か
と
思
ひ
け
れ
ど
も
、
見
え
ず
。
母
の
尼
も
、
人
音
も
せ
ず
な
り
に
け
れ
ば
、
お
ぼ
つ
か
な
く
て
、「
御
ま
れ

人
は
い
か
に
」
と
て
障
子
を
あ
け
て
み
れ
ば
、
僧
は
な
く
て
、
黒
き
鬼
一
人
つ
く
と
し
て
あ
り
け
れ
ば
、「
こ
は
い
か
に
。
僧
と
思
ひ
た
れ
ば
、
鬼
の

来
た
り
て
、
わ
が
む
す
め
を
一
口
に
く
ひ
て
け
り
」と
、
お
そ
ろ
し
く
、
か
な
し
く
て
、
倒た
ふ

れ
ふ
し
ぬ
。
命
も
け
ぬ
べ
く
ぞ
お
ぼ
え
け
る
。
こ
の
女
房
、

わ
が
顔
の
か
か
る
と
も
い
か
で
か
知
る
べ
き
な
れ
ば
、
母
の
尼
ま
ろ
び
け
る
を
か
か
へ
て
、「
い
か
に
、
い
か
に
」
と
い
へ
ば
、
声
は
わ
が
む
す
め
に

て
あ
り
け
れ
ば
、
心
を
し
づ
め
て
、
目
を
見
上あ

げ
て
み
る
に
、
な
ほ
も
と
の
鬼
な
り
。
ま
た
声
を
あ
げ
て
を
め
け
ば
、「
あ
な
け
し
か
ら
ず
、
な
に
ご

と
ぞ
や
。
こ
れ
は
わ
ら
は
に
て
さ
ぶ
ら
ふ
ぞ
」
と
い
ふ
に
、
さ
す
が
む
す
め
と
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
お
き
あ
が
り
て
、「
そ
の
顔
は
い
か
に
」
と
い
ふ
に
、

「
な
に
と
さ
ぶ
ら
ふ
ぞ
」
と
問
ふ
と
き
に
、
鏡
を
と
り
て
み
す
る
に
、
黒
き
鬼
な
り
。
か
げ
を
み
て
、「
わ
れ
鬼
に
な
り
に
け
り
」
と
思
ひ
て
、
わ
が
身

に
お
そ
れ
つ
つ
、
仰
あ
ふ
の

き
に
ま
ろ
び
ふ
し
ぬ
。
さ
て
、
よ
く
よ
く
心
を
し
づ
め
て
思
ふ
に
、「
眉
墨
を
と
り
た
が
へ
て
あ
り
け
る
に
こ
そ
」
と
心
う
く
、

あ
さ
ま
し
く
て
、
水
に
て
あ
ら
ひ
な
ど
し
て
、「
さ
て
も
、
こ
の
僧
の
逃
げ
帰
り
け
る
も
こ
と
わ
り
か
な
」
と
お
ぼ
え
て
、
わ
が
身
の
報

む
く
い

の
ほ
ど
を
悔

い
か
な
し
み
け
れ
ど
も
、
か
ひ
な
く
て
ぞ
あ
り
け
る
。
こ
の
尼
、
い
ま
は
す
べ
き
か
た
な
く
て
、
こ
の
む
す
め
の
な
り
ゆ
く
べ
き
あ
り
さ
ま
を
思
ひ
つ

第
3
問
（
選
択
）

あ
る
「
女
房
」
の
所
に
恋
人
で
あ
る
「
僧
」
が
泊
ま
り
に
来
た
。
二
人
の
仲
は
、「
女
房
」
の
母
で
あ
る
「
尼
」
も
承
知
で
あ
る
。「
女
房
」
は

白お
し
ろ
い粉
（
顔
な
ど
に
塗
っ
て
色
白
に
す
る
化
粧
料
）
を
塗
っ
た
つ
も
り
で
別
の
も
の
を
顔
に
塗
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。「
僧
」
は
「
女
房
」
の
顔
を

見
る
な
り
驚
い
て
逃
げ
去
っ
て
し
ま
っ
た
が
、「
女
房
」
に
は
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
。

〔
注
1
〕

〔
注
2
〕

（
Ａ
）

①
〔
注
3
〕

〔
注
4
〕

〔
注
5
〕

（
Ｂ
）

〔
注
6
〕

12

づ
け
て
、
泣
く
よ
り
ほ
か
の
事
な
し
。
か
の
僧
の
も
と
へ
ゆ
き
て
、
か
か
る
事
ど
も
、
い
ま
は
い
は
ま
ほ
し
く
思
ひ
け
れ
ど
も
、「
そ
れ
も
さ
こ
そ
お

そ
ろ
し
く
思
ひ
た
る
ら
め
。
ま
た
ゆ
き
た
ら
ば
、
化
け
物
と
こ
そ
思
は
ん
ず
ら
め
」
と
て
、
ひ
と
す
ぢ
に
身
の
ほ
ど
思
ひ
し
り
て
、
せ
ん
か
た
な
く
て

ぞ
あ
り
け
る
。
あ
は
れ
、
人
は
何
事
も
か
ね
て
用
意
あ
る
べ
き
こ
と
か
な
。
こ
れ
も
そ
の
日
と
き
き
た
ら
ば
、
な
い
な
い
用
意
あ
り
て
、
屏
風
・
油
な

ど
を
支し

度た
く

し
て
、
身
を
も
か
い
つ
く
ろ
ひ
て
居
た
ら
ば
、
時
に
あ
た
り
て
あ
わ
て
け
ん
越を

ち

度ど

は
な
か
ら
ま
し
。（
中
略
）
む
す
め
出
家
し
て
、
ふ
る
さ

と
も
す
み
う
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
北
山
に
小
野
と
い
ふ
山
里
に
、
こ
と
の
縁
あ
り
け
る
う
へ
、
爪つ

ま

木ぎ

を
拾
ふ
た
よ
り
も
、
し
か
る
べ
く
侍
り
け
れ
ば
、

二
人
な
が
ら
か
の
山
里
に
す
み
て
、
ひ
と
へ
に
後
の
世
の
勤
め
を
な
ん
し
侍
り
け
る
。

（『
掃は
い

墨ず
み

物
語
絵
巻
』
よ
り
。
た
だ
し
、
一
部
改
変
）

〔
注
〕　

1　

ま
れ
人
│
│
│
│
│
客
人
。

 

2　

つ
く
と
し
て
│
│
│
ぼ
ん
や
り
と
し
て
。

 

3　

を
め
け
│
│
│
│
│「
を
め
く
」（
叫
ぶ
）
の
已
然
形
。

 

4　

わ
ら
は
│
│
│
│
│
女
性
の
一
人
称
。

 

5　

か
げ
│
│
│
│
│
│
鏡
に
映
っ
た
姿
。

 

6　

眉
墨
│
│
│
│
│
│
眉
を
描
く
化
粧
用
の
墨
。

 

7　

身
の
ほ
ど
│
│
│
│
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
劣
っ
た
境
遇
。

 

8　

な
い
な
い
│
│
│
│
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
。

 

9　

油
│
│
│
│
│
│
│
部
屋
の
明
か
り
用
の
油
。

 

10　

越
度
│
│
│
│
│
│
失
敗
。

②

③

（
Ｃ
）

〔
注
7
〕〔

注
8
〕

〔
注
9
〕

〔
注
10
〕

〔
注
11
〕

〔
注
12
〕
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11　

爪
木
│
│
│
│
│
│
薪

た
き
ぎ

に
す
る
小
枝
。

 

12　

後
の
世
の
勤
め
│
│
来
世
の
た
め
の
仏
道
の
勤ご
ん

行
ぎ
よ
う

。

問
1　

傍
線
部
①
〜
③
を
わ
か
り
や
す
く
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
2　

波
線
部（
Ａ
）「
お
そ
ろ
し
く
、
か
な
し
く
て
、
倒
れ
ふ
し
ぬ
」
と
、
波
線
部（
Ｂ
）「
わ
が
身
に
お
そ
れ
つ
つ
、
仰
き
に
ま
ろ
び
ふ
し
ぬ
」
に
つ
い

て
、
以
下
の
問
い
に
答
え
よ
。

（
1
）　

波
線
部（
Ａ
）と
波
線
部（
Ｂ
）は
そ
れ
ぞ
れ
誰
の
様
子
か
、
答
え
よ
。

（
2
）　

（
1
）で
答
え
た
波
線
部（
Ａ
）の
人
物
が
こ
の
よ
う
な
様
子
に
な
る
に
あ
た
っ
て
、
最
初
に
ど
の
よ
う
な
状
況
を
目
に
し
た
か
、
端
的
に
答

え
よ
。

（
3
）　

（
1
）で
答
え
た
波
線
部（
Ａ
）の
人
物
は
、（
2
）の
状
況
が
ど
う
い
う
経
緯
で
起
こ
っ
た
と
思
っ
た
か
説
明
せ
よ
。

（
4
）　

（
2
）の
状
況
は
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
か
、
端
的
に
答
え
よ
。

（
5
）　

波
線
部（
Ａ
）の
後
か
ら
波
線
部（
Ｂ
）の
前
ま
で
、（
1
）で
答
え
た
波
線
部（
Ｂ
）の
人
物
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
、
百
字
以
内

に
ま
と
め
て
答
え
よ
。

問
3　

本
文
中
に
は
、
物
語
の
展
開
で
は
な
く
、
語
り
手
の
感
想
を
書
い
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
そ
の
部
分
に
つ
い
て
、
以
下
の
問
い
に
答
え
よ
。

（
1
）　

語
り
手
の
感
想
を
書
い
て
い
る
部
分
の
最
初
の
三
字
と
最
後
の
三
字
を
抜
き
出
せ
。
た
だ
し
、
句
読
点
は
除
く
。

（
2
）　

そ
の
部
分
で
、
語
り
手
は
一
般
論
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か
、
答
え
よ
。

問
4　

波
線
部（
Ｃ
）「
と
こ
そ
思
は
ん
ず
ら
め
」
の
中
か
ら
助
動
詞
を
二
語
抜
き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
終
止
形
も
答
え
よ
。
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第
3
問
、
第
4
問
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
し
て
解
答
せ
よ
。

次
の
文
章
【
Ⅰ
】【
Ⅱ
】
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。【
Ⅱ
】
は
、【
Ⅰ
】
の
説
話
に
対
し
て
、
柳
宗
元
が
加
え
た
論
評

で
あ
る
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
返
り
点
や
送
り
仮
名
を
省
略
し
た
所
が
あ
る
。

【
Ⅰ
】

成 

王 

与と 
唐た
う 

叔
し
ゅ
く 

虞ぐ 

燕え
ん 

居き
ょ
ス
ル
ト
キ

　
　

、
剪き
リ
テ

  

梧ご 

桐と
う
ノ

 

葉
ヲ 

以
テ 

為
シ 

珪け
い
ト

 

、
而 

授ケ
テ

 

唐 

叔 

虞
ニ 

曰
ク 

「
余  

以 

此 

封 

汝
」、
唐 
叔 

虞 

喜ビ
テ

 

以
テ 

告
グ 

周 

公
ニ 

。
周 

公 

以
テ 

請ヒ
テ

 

曰
ク 

「
天 

子 

封ゼ
ン

 

虞
ヲ 

耶や
ト 

」、
成  

王 

曰
ク 

「
余 

一
ニ 

与 

虞 

戯
た
は
む
ル
ル

　
 

也
ト 

」。
周 

公 

対こ
た
ヘ
テ

　

曰
ク 

「
臣 

聞ケ
リ

 

之
ヲ 

、
天 

子
ニ 

無シ
ト

 

戯ぎ 

言げ
ん 

」。
於 

是  

遂つ
ひ
ニ

 

封
ズ 

唐 

叔 

虞
ヲ 

於 

晋
ニ 

。
周 
公 

旦 

可
シ 

謂
フ 

善
ク 

説ク
ト

 

矣
。
一タ

ビ

 

称シ
テ

 

而 

成 

王 

益ま
す
マ
ス

　

重ン
ジ

 

言
ヲ 

、

明ラ
カ
ニ
シ

　

 

愛ス
ル

 

弟
ヲ 

之 

義
ヲ 

、
有
リ 

輔た
す
ク
ル

　

王 

室
ヲ 
之 
固
か
た
め 

。

（
劉
向
『
説ぜ
い

苑え
ん

』
に
よ
る
）

第
4
問
（
選
択
）

〔
注
1
〕

二 〔
注
2
〕

一 〔
注
3
〕

二
〔
注
4
〕

一

レ 〔
注
5
〕

二

一

①

二 〔
注
6
〕

一

レ

レ

レ

二

一

②

二

一
（
Ａ
）

レ

二

一

レ

二

レ

一

下

二

一

上

15

【
Ⅱ
】

周 

公 

乃
す
な
は
チ

  

成
シ 

其
ノ 

不
ル 

中
あ
た
ラ

之 

戯レ
ヲ

 

、
以

テ 

地
ヲ 

以
テ 

人
ヲ 

与ヘ
テ

 

小 

弱
ノ 

弟ナ
ル

 

者
ニ 

、
為な

サ
バ

  

之
ガ 

主
ト 

、
其

レ　

得  

為 

聖 

乎
。
且
ツ 

周 

公 

以
テ 

王 

之 

言 

不
ル 

可カ
ラ

　

苟
か
り
そ
め
ニ
ス

　

 

焉 

而 

已
ヲ 

、
必
ズ 

従ヒ
テ

 

而 

成サ
ン

 

之
ヲ 

耶や

。
設も
シ  

有ラ
バ

 

不 

幸ニ
シ
テ

　

、
王 

以
テ 

桐 

葉
ヲ 

戯
ル
ル
コ
ト

　
　

婦 

寺
ニ 

、
亦ま
タ　

将 

挙 

而 

従 

之 

乎
。
凡
ソ 

王 

者 

之 

徳
ハ  

在
リ 

行
お
こ
な
ヒ

 

之 

何 

若
ニ 

。
設 

未 

得 

其 

当
、
雖 

十 

易 

之
、
不 

為 

病
。
要も

と
ム
ル

　

於イ
テ

 

其
ノ 

当タ
ル
ニ

　

 

、
不ル

ヲ
　

可カ
ラ

 

使
ム 

易か
ヘ 

也
。
而 

況い
は
ン
ヤ

　

以
テ
ス
ル
ヲ

　

  

其
ノ 

戯レ
ヲ

  

乎
。
若 

戯 

而 

必 

行 

之
、
是 

周 

公 

教 

王 

遂  

過 

也
。

（
柳
宗
元
「
桐
葉モ
テ

 

封ズ
ルレ

弟
ヲ 

弁
」
に
よ
る
）

〔
注
〕 

1　

成
王
―
―
― 

周
王
朝
の
天
子
。
幼
く
し
て
即
位
し
た
。
周
王
朝
に
お
い
て
は
、「
天
子
」
と
「
王
」
は
、「
天
下
諸
国
を
治
め
る
君
主
」

と
し
て
、
実
質
的
に
同
義
で
あ
る
。

 

2　

唐
叔
虞
―
―
成
王
の
弟
。
晋
国
を
治
め
た
。

 

3　

燕
居
―
―
―
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
。

二

レ

〔
注
7
〕

一

レ

レ

二

一

〔
注
8
〕

二

一

③

二

レ

レ

〔
注
9
〕

の

み

一

レ

下

二

一

中

〔
注
10
〕

上

④

二 〔
注
11
〕

い

か

ん

一
（
Ｂ
）

〔
注
12
〕

下

二

一

上
レ

レ

レ

二

一

（
Ｃ
）
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4　

梧
桐
―
―
―
ア
オ
ギ
リ
科
の
落
葉
樹
。

 

5　

珪
―
―
―
― 

玉
で
つ
く
っ
た
礼
器
。
周
王
朝
で
は
、
天
子
が
、
王
族
や
功
績
の
あ
る
臣
下
に
、
諸
侯
の
地
位
を
与
え
て
、
一
国
を
代
々

領
有
す
る
権
利
を
認
め
た
（
封
建
制
）。
天
子
が
、
封
建
を
行
う
際
に
は
、
珪
を
授
与
し
て
一
国
を
領
有
す
る
権
利
の
あ

か
し
と
し
た
。
本
文
で
は
、
幼
少
の
成
王
と
唐
叔
虞
が
、
梧
桐
の
葉
を
珪
の
代
わ
り
と
し
て
や
り
と
り
し
て
い
る
。

 

6　

周
公
―
―
― 

周
王
朝
の
王
族
。
名
は
旦
。
成
王
の
叔
父
に
あ
た
り
、
幼
年
の
成
王
を
補
佐
し
た
。
政
治
の
手
腕
と
す
ぐ
れ
た
人
格
に
よ

り
、
後
世
、
聖
人
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。

 

7　

不
中
―
―
―
不
適
切
な
。

 

8　

為
之
主
―
―「
唐
叔
虞
に
諸
侯
の
地
位
を
与
え
て
晋
国
の
君
主
と
し
た
な
ら
ば
」
の
意
。

 

9　

苟
―
―
―
―
い
い
か
げ
ん
に
す
る
。

 

10　

婦
寺
―
―
― 

女
性
と
宦か
ん
が
ん官
（
奥
向
き
の
用
を
な
す
男
性
）。
当
時
の
通
念
で
は
、
女
性
と
宦
官
の
い
ず
れ
も
政
治
に
関
与
す
べ
き
で
は

な
い
と
さ
れ
た
。

 

11　

行
―
―
―
―
こ
こ
で
は
、
広
く
「
発
言
・
行
動
」
の
全
般
を
為
す
。

 

12　

病
―
―
―
―
さ
し
さ
わ
り
、
弊
害
。

問
1　

傍
線
部
①
〜
④
を
す
べ
て
書
き
下
せ
。
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問
2　

波
線
部（
Ａ
）「
周
公
旦
可
謂
善
説
矣
」
と
は
、
周
公
が
成
王
に
対
し
て
巧
み
に
教
え
説
い
た
こ
と
を
称
賛
し
た
言
葉
で
あ
る
。【
Ⅰ
】
で
は
、
周

公
を
称
賛
す
る
内
容
と
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
次
の
ア
〜
カ
の
中
か
ら
一
つ

選
ん
で
記
号
で
答
え
よ
。

ア　

一
度
の
発
言
で
も
っ
て
、
唐
叔
虞
の
言
葉
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
教
え
、
弟
を
大
切
に
す
る
と
い
う
道
理
を
明
ら
か
に
し
、
王
室
を
支
え
る

備
え
を
築
い
た
。

イ　

一
度
の
発
言
で
も
っ
て
、
唐
叔
虞
の
言
葉
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
教
え
、
弟
に
一
国
を
与
え
る
の
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
王

室
を
支
え
る
備
え
を
築
い
た
。

ウ　

一
度
の
発
言
で
も
っ
て
、
周
公
の
進
言
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
弟
を
大
切
に
す
る
と
い
う
道
理
を
明
ら
か
に
し
、
王
室
を
支
え
る
備

え
を
築
い
た
。

エ　

一
度
の
発
言
で
も
っ
て
、
周
公
の
進
言
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
弟
に
一
国
を
与
え
る
の
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
王
室

を
支
え
る
備
え
を
築
い
た
。

オ　

一
度
の
発
言
で
も
っ
て
、
天
子
は
発
言
を
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
弟
を
大
切
に
す
る
と
い
う
道
理
を
明
ら
か
に
し
、
王
室
を

支
え
る
備
え
を
築
い
た
。

カ　

一
度
の
発
言
で
も
っ
て
、
天
子
は
発
言
を
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
弟
に
一
国
を
与
え
る
の
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
王
室
を
支
え
る
備
え
を
築
い
た
。

問
3　

次
の
書
き
下
し
文
を
参
考
に
し
て
、
波
線
部（
Ｂ
）「
設
未
得
其
当
、
雖
十
易
之
、
不
為
病
」
に
返
り
点
を
加
え
（
振
り
仮
名
や
送
り
仮
名
は
つ

け
な
く
て
よ
い
）、
現
代
語
訳
せ
よ
。

　
　
　
　

設も

し
未
だ
其
の
当
を
得
ざ
れ
ば
、
十
た
び
之
を
易
ふ
る
と
雖
も
、
病
と
為
さ
ず
。
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問
4　

波
線
部（
Ｃ
）「
若
戯
而
必
行
之
、
是
周
公
教
王
遂
過
也
」
を
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
5　

王
（
＝
天
子
）
の
言
動
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、【
Ⅱ
】
で
は
ど
の
よ
う
な
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
、【
Ⅰ
】
の
内
容
に
対
す
る
批

判
と
あ
わ
せ
て
説
明
せ
よ
。
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